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 地域福祉権利擁護事業 生活支援員だより 

  サポートニュース 
 

 

                            （長岡、上越、佐渡会場）  

    
 生活支援員の皆様、暑い中いかがお過ごしでしょうか。今号では、この５月から６月に

かけて開催された基幹的社協での生活支援員研修会について報告します。生活支援員研修

会は、生活支援員活動に必要な知識や援助技術について学ぶことを目的として、事業開始

当初は県社協のみで行われていましたが、ここ数年、基幹的社協それぞれに工夫した内容

での実施が定着してきています。 
 

  □ 事例検討 □                                   
 長岡市社協、上越市社協の２会場では、グループに分かれて事例検討を行いました。長

岡会場では買い物をたくさんしてしまう高齢者の事例で、本人・生活支援員それぞれの価

値観の違いを認める必要がある、本人のプライドや見栄も大事にしたい、物を買う行為で

は、本人が物への執着心以外に何か求めていることがあるのではないかという話があがり

ました。上越会場においては、本人が知人から金銭的搾取を受けている可能性がある事例

について検討が行われました。福祉関係者から見ればどうみても知人から搾取を受けてい

るように見えても、本人は数少ない知人として交流を大事にしている場合、本事業ではそ

こへどの範囲まで関われるかなど活発な意見がでました。両会場で共通して出ていた意見

は、①本人の立場にたつことが基本であること、②援助の過程で対応に悩む場合は、生活

支援員一人で抱え込まず、必ず専門員に相談し、助言を得ることが大切であるということ

でした。 
 

  □ 研修会報告 □                                                                     
 長岡市社協会場、上越市社協会場では、３月に東京において全社協主催で行われた地域

福祉権利擁護事業全国研究セミナーに参加した生活支援員から、報告がありました。全社

協からの基調報告を聞き、事業の現状や課題を知り、シンポジウムにおいては、どのよう

にして地域での暮らしの安心を支えるか考える中で、ネットワーク作りの大切さを改めて

確認できたということでした。またお二人とも非常によくまとめられた資料でわかりやす

い説明でした。 
 

  □ 新任者研修 □                                                                    
 佐渡会場では午前中に委嘱後半年の生活支援員を対象に新任者研修、午後は全体研修が

行われました。新任研修では生活支援員が行う日常の支援についての講義と、生活支援員

が直面している課題などを話し合いました。午後は、佐渡市社協において最近利用者が増

えている精神障害者の支援について講義が行われました。講義では、障害の理解を進める

ために病気の特徴や接し方等を学びました。また、本事業の理解を進めていただくために

佐渡市社協各支所はじめ行政からもオブザーバー参加がありました。 

 

 以上各会場の概要を紹介させていただきました。生活支援員からは、研修会に参加する

ことで、利用者への援助について再確認でき、大変有意義であったと感想が寄せられてい

ます。今後も各地で開催されますので、よろしくお願いいたします。 
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利用者とのコミュニケーション（基本的な面接技術） 
 地域福祉権利擁護事業の利用者とのコミュニケーションにはさまざまな配慮が必要です。

利用者と信頼関係を築き、援助を継続する為には、生活支援員や専門員は個別援助に必要

な基礎的面接技術を身に付けておくことが必要です。 
 
（１）コミュニケーションの機能 
 地域福祉権利擁護事業の利用者は判断能力が不十分な方々です。判断能力の不十分な

方々は、コミュニケーションを受信し、処理し、送信する機能のいずれか、あるいは複数

の側面において困難を抱えています。 
 コミュニケーションの受信機能とは、情報を選別し、入手する時に必要な機能です。 
 コミュニケーションの処理機能とは、情報を受けたあと、それを理解し、判断し、決断

するときに必要な機能です。 
 コミュニケーションの送信機能とは、自分の決断にもとづく言動を他の人に理解しても

らえるように表現する機能です。 
 地域福祉権利擁護事業の利用者は、このいずれかにおいて困難を抱えているために、日

常生活でさまざまな課題を抱えがちです。そこで生活支援員は利用者がこのような困難を

抱えていることを前提にコミュニケーションを図る必要があります。 
 
（２）話し方の留意点 
 私たちは、これまでの社会生活の中で効率の良い話し方を身につけています。しかし、

本事業の利用者である判断能力が不十分な人は、効率の良い話し方で話されると、話のペ

ースについていけなかったり、言葉を聞き取ることができなかったり、内容を理解できな

かったり、威圧感を感じてしまったりします。そこで利用者と話すときは以下の留意点に

注意しください。 
○利用者との話し方の留意点○ 
話の速さ、ペース 意識してゆっくりと話してください。 
言葉と言葉の間を短く切る 言葉と言葉の間を区切って話をして下さい。 
抽象的な言葉は避ける 抽象的な言葉の言い回しはできるだけ避けてください。 

できるだけ具体的な例をあげて話すようにして下さい。 
相手が理解しにくいようだと感じたら、言葉を言い換え

たり、補足説明をしながら話をしてください。 
声のトーンや高さ 女性の高い声は、高齢の方ほど聞きにくくなります。適

切な高さで話すことを心がけてください。 
 
※他に話の聴き方の留意点や、繰り返しや言い換えをすること、質問の仕方について等の

面接技術があります。詳しくは生活支援員の手引きをご覧ください。 

☆ 生活支援員Q&A ☆ 

Q 利用者と接するときに、工夫する点があれば教えてください。 
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